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[3HJ ープロリンをラベルした細胞外基質上に ACCS 細胞あるいは培養上清を加え，一定時間培養した後，上清中
に遊出した放射活性を測定した。 ACCS 細胞はプラスミノーゲン存在下で正常間葉細胞の基質に対して強い分解活性
を示したが，自分自身の基質に対しては弱L、分解活性しか示さなかった。この基質分解はACCS 培養上清添加におい
ても認められた。 ACCS 培養上清中の蛋白分解活性をザイモグラフィーにて検索したところ，ウロキナーゼ (uPA)
324-
および72kD と 92kDのゼラチナーゼの存在を認めた。 ACCS細胞の uPA 活性は上皮成長因子 (EGF) 添加で促進さ
れ，デキサメサゾン (DEX) 添加で抑制された。また， ACCS 細胞の基質分解活性はEGF 添加によって促進され，
DEX 添加で抑制された。
3. プラスミンおよび uPA による基質分解
各種細胞外基質上にプラスミンおよび uPA を加え， 72時間後にその分解活性を測定した。 ACCS 細胞，線維芽細胞
および血管内皮細胞のそれぞれの細胞外基質はプラスミン添加によって同程度に分解された。一方，プラスミノーゲ
ン存在下 uPA 添加による ACCS 細胞外基質分解量は線維芽細胞のそれに比較して著しく低かった。 ACCS 細胞外基
質をグリシン (pH2.7) にて前処理すると uPA による基質分解量は著明に増加した。
4. 基質中のプラスミノーゲンアクチベーター (PAI)の検索
オートラジオグラフィー，免疫沈降法，逆相ザイモグラフィーにより ACCS 細胞外基質中に多量のプラスミノーゲ
ンアクチベーターインヒビタータイプ 1 (PAI -1 )が存在し，基質中の PAI- 1 はグリシン処理によって遊出する




に 10 4個の細胞を加えた。 24時間後，皿上から円筒を降、き， 7 日間培養後，増殖細胞数を算定するとともにギムザ染色














ミノーゲンアクチベーターインヒビターの関与を示唆した。さらに， ACCS 細胞外基質が ACCS 細胞の遊走性や増殖
を促進することも明らかにしている O 以上の如く，本研究は腺様嚢胞癌細胞の浸潤増殖機構を理解するために価値の
高いものであり，本研究者は博士(歯学)の学位を取得するに値するO
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